
金子原二郎農相は就任会見で、米の

需給緩和を巡り、政府備蓄米は「需

給操作のために運用するのは、制度

の趣旨に添わない」と述べ、国による

買い入れに慎重姿勢を示しました。

2021年産米の作柄を受け需給対策

が必要になった場合、産地の長期計

画的な販売を支える米穀周年供給・

需要拡大支援事業による対応を検討

する方針を説明しました。また、規制

改革推進会議の改組について、「農

業分野の改革は、地域に寄り添い現

場を重視しながら進める」と強調しま

した。 （10/6付1面）

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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雄総裁（64）が第

100代の首相に選

ばれ、内閣が発足

しました。農相に

は参院議員の金

子原二郎氏（77）

を起用し、米の需

給緩和への対策

を早急にまとめる

よう、指示しました。

衆院選に向けた

公約に、新型コロ

ナ対策を含む数

今週の記念日
★ 10 月 16 日
「国消国産の日」
ＪA全中は今年、
消費者の食料安
全確保への関心
を高めるため、
記念日を制定。
国民が必要とし
消費する食料は
できるだけ国内
で生産する「国
消国産」への理
解 を 広 げ る 。
1945年に国連
食糧農業機関
（ＦＡＯ）が発足
した日にちなん
でおり、国連が
81年にこの日を
「世界食料デー」
として記念日に
定めている。

十兆円規模の経済

対策をまとめる模様

です。（10/5付１面）
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静岡・ＪＡとぴあ浜松、

ＪＡ晴れの国岡山、

愛媛・ＪＡおちいまば

りは、営農指導員が

栽培技術を伝える動

画の有料配信サー

ビスを始めました。

直売所出荷者や新

規就農者に活用し

てもらい、品ぞろえ

強化や所得向上に

つなげる狙いです。

（10/４付１面）

日本農業新聞 東北支所 次長（編集担当） 原尻大志
調理家電、ホットクックを購入しました。食材と調味料を入れるだけで本格的な煮物や
蒸し料理などが簡単にできます。かき混ぜや火加減の調節を自動で行います。予約調
理もできるので、朝にセットすれば夕飯に食べられます。牛すじ肉の煮込みなどを作っ
て食べたのが味わい深く、これから料理の幅が広がるのが楽しみです。

今後３年間のＪＡグループの指針

を示すＪＡ全国大会議案が決まり

ました。「持続可能な農業・地域

共生の未来づくり」が主題。次世

代組合員数の目標を設定するの

をはじめ、新規就農・事業承継へ

の支援など、担い手の育成・確保

を展開します。また、対話運動の

強化で組合員の意思に基づく組

織・事業運営を目指すことを掲げ

ています。 （10/８付１面）

東京都立大学と鳥取大学

の研究グループは、世界

で初めて稲と小麦の雑種

を作り出しました。それぞ

れが持つ優良な遺伝資源

を相互利用し、小麦に稲

の耐湿性を持たせるなど、

新たな育種につながると

期待できます。受粉による

交配ができないため、精細

胞と卵細胞を電気刺激で

融合し受精卵を作り出しま

した。 （10/7付１面）


